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1988-1990年に全国 45地域において自己回答式質問紙調査により回答の得られた JACC study
の対象者 110,585 人（男性 46,395 人、女性 64,190 人）のうち、循環器疾患、がんの既往がなく、








「出産回数は何回ですか？」という質問に対する数値による回答を、0 回、1 回、2 回、3 回、4

























追跡 19.4 年間（中央値）に、脳卒中 940 人、虚血性心疾患 392 人、全循環器疾患 2,121 人を
含む 6,389 人が死亡した。出産回数の人数別割合は、出産回数 0 回；3.7％、1 回；7.7％、2 回；


























いこと、また、いきがいのない出産 6 回以上の女性では、出産 1 回と比べ特に脳卒中の死亡リス
クが高く認められ、いきがいのある出産 6 回以上の女性ではその関連は認められないことを初め
て明らかにした。 
 出産未経験女性と循環器疾患死亡増加の関連について、生物学的メカニズムは確立されていな
いがいくつかの報告がある。出産未経験女性におけるエストラジオールの増加や性ホルモン結合
グロブリンレベルの低下や、慢性疾患や不妊症を有する割合が比較的高いことから、不妊症の原
因疾患である多嚢胞性卵巣症候群や甲状腺機能異常と循環器疾患リスク増加との関連などが報告
されている。 
 一方、多産女性と循環器疾患死亡増加との関連におけるメカニズムとして、妊娠を繰り返すこ
とによる身体的、精神的負担のみでなく、妊娠中に生じる代謝変化や循環器システムへの負荷、
また高血圧の状態が後の生活へ影響し、循環器疾患リスクの要因になりうることが明らかにされ
ている。また、子供が 6 人以上の家庭は低い社会経済レベルであることが多く、社会経済要因が
循環器疾患死亡増加の要因であるとの報告もある。 
 出産未経験女性や多産女性において循環器疾患死亡が高い結果については、これまでの報告と
も一致したが、本研究においていきがいがある女性ではその関連が認められなかった。いきがい
などのポジティブな心理学的状態は、ライフスタイルにおける健康関連行動、低い自覚的ストレ
ス、ソーシャルサポートの増加、自律神経系の活性化と関連し、これらが循環器疾患死亡の低下
と関連していることが明らかにされている。また、ソーシャルネットワークとのつながりや友人
によるサポートを得ることは、循環器疾患死亡を減少させる要因となり、特に日本人老年女性で
は自分の子どもに世話になる割合が諸外国に比べて高く、そのことが自身の幸せと関連すること
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が報告されている。よって、本研究におけるいきがいをもつ出産未経験女性や多産女性では、い
きがいをもつことが上述のような循環器疾患死亡の上昇を抑えるポジティブ要因となっている可
能性が考えらえる。子どもを持つ女性はサポートが期待できるが、子供の有無に関わらずいきが
いをもつことにより循環器疾患死亡の減少となりうる要因を保つことが重要であると考えられた。 
  
［結論］ 
いきがいのない出産未経験女性は循環器疾患死亡リスクが高いが、出産未経験または多産であ
ってもいきがいをもつことにより、循環器疾患死亡リスクになりにくいことが明らかにされた。
女性において仕事をもつことや、社会活動への参加など日常生活上の社会ネットワークを保ち、
いきがいをもちながら生活を行えるよう環境作りや意識づけが積極的に行われる必要があると考
えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
